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授業の振り返りをさせる指導は有効

振り返りシート 2

教師はどのように分析し，結果を利用するか？

振り返りの方法（例） ・演習問題 ・選択式アンケート ・自由記述

振り返りの内容を詳細に分析し，データを利用することは少ない



自由記述回答を調査

振り返りシート 3

即時的，総括的分析の両方を行うには？

生徒の現在の様子，変容を見る

そのために単元まるごとを調査

分析速度と客観的分析を両立させるため

大量のテキストデータの処理にテキストマイニングを利用

（教師の負担を小さくする配慮も）



語句出現回数とつながりを可視化

振り返りシート 4

出現回数の多い語句 ＝ 多くの生徒の普遍的な反応

特徴的な語句 ＝ 生徒の心境や状態を早期に捉える

生徒の記述に何が現れ，どう変化したか？

学習意欲の表れ，生徒の典型的な疑問・質問，

発展的な興味の行き先，つまずきやすい事項などを可視化



研究デザイン 5

新潟県立Ａ高等学校全日制普通科

第２学年「化学基礎」

2021年1月～2月実施

２クラス、61人

酸化還元反応の単元の全授業（全10回）

振り返りシート回答数508（出席者は原則回答）



研究デザイン 6

振り返りの質問項目
１，クラス出席番号
２，授業のタイトル（一言で）

３，内容（箇条書き）

４，自由記述（良かった点，悪かった点、気づいた点，
学んだ点，次回までやってみたいこと，質問，感想）

振り返りは授業終了前の5分間で実施

生徒各自のスマートフォン

クラウド上のGoogle Formに回答（毎回）
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振り返りシートの実際
•総合的な探究の時間には振り返りを毎回していた

→教科の授業内でも振り返りを行いたい

メリット
生徒

・言語化することで授業内容を反芻し、理解できて
いるところでできていない部分を整理できる
→メタ認知

・疑問に思ったことを質問できる
・次に向けてのアクションを考えることができる
・自分の成長が目で見て分かる

教員
・生徒一人一人の理解度を把握できる
・授業改善を即座に行うことができる
・テスト以外の評価材料として使える
→内容問わず（必須の項目が書いていれば）

出席点として毎回１点

デメリット
生徒

・振り返りが不得意な生徒にはつらい？
（特に男子？）
・授業の進度が若干遅くなる
→PPを用いて効率化・スライド配布・ネット

で共有

教員
・シートに目を通して、コメントをするのに
時間がかかる。

・教員間のコンセンサスを取るのが難しいか？
（単独で担当している授業のみで行っている）

・入力時間
→授業終了前の５分間

・授業
→基本的にPP＋黒板（補足説明）
→授業開始時に共有シートを配布

・評価
→内容問わず（必須の項目が書いていれば）
出席点として毎回１点
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自由記述の内容（匿名）及びそれに対する教員のコメントの共有を行なった
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生徒に振り返りシートに取り組んでみての生徒のアンケート結果 9

質問項目
１ 出席番号
２ 良かった点
３ 改善点
４ 自由記述欄を共有した感想
５ 振り返りの有益性
６ その理由



研究デザイン 10

テキストマイニングソフト「KH Coder」
文章を品詞単位に分解
語句の出現回数，共起の度合いを計量的に分析
無料ソフト，解説書多数
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12語句出現回数（品詞別）

電子 36 酸化 190 簡単 13 思う 123 難しい 68 少し 29
イオン 35 計算 125 大変 11 分かる 108 面白い 19 結構 10
化学 27 還元 96 苦手 9 覚える 77 楽しい 15 初めて 9
物質 23 反応 94 スムーズ 8 出来る 45 良い 10 全く 7
水素 22 理解 63 完璧 7 知る 28 悔しい 8 もう少し 4
酸素 20 テスト 62 好き 7 求める 27 多い 6 何とか 4
前回 20 復習 51 必要 4 見る 24 早い 5 全然 4
原子 18 実験 42 疑問 3 忘れる 23 上手い 4 同時に 4
クイズ 15 イオン化 31 大事 3 解ける 18 薄い 4 意外と 3
やり方 14 授業 29 大切 3 頑張る 18 危ない 3 何故 3

名詞 副詞形容詞動詞形容動詞サ変名詞
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